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資料編 （「青少年をめぐる潮流（現状と課題）」資料データ）           2.1.27調整 

 

１ 青少年を取り巻く環境                               

 

１）人口減少・少子高齢化の進行（世代間、地域間の格差） 

 

図 1 本県の年齢（３区分）別人口の推移（昭和 25年～平成 30年） 

 

（出典）：総務省統計局「国勢調査」、平成 28 年以降は県政策地域部「岩手県人口移動報告年報」 

 

図２ 出生数と合計特殊出生率の推移 

    

   

 

 

 

 

 

 

   

  

（出典）：厚生労働省「人口動態統計」 

資料：青少年をめぐる潮流（現状と課題）参考データ     2.1.31 
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図３ 本県の人口ピラミッド（昭和 25年、55年、平成 30年） 
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（出典）；総務省統計局「国勢調査」、平成 27 年以降は県政策地域部「岩手県人口移動報告年報」 
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２）雇用・経済の動向（雇用情勢の改善と若者の就労状況の変化等） 

図４ 就業率（16～64歳）の推移（全国：％）   図５ 共働き世帯の世帯数の推移（全国：万世帯） 

    

 （出典）総務省統計局「労働力調査」 

 

図６ 新規高校卒業者の就職内定率 （平成 30年度 岩手県）    

   

  図７ 新規大学卒業者の就職内定率（平成 30年度 岩手県） 

   

    

  

万世帯 

単位：％ 

単位：％ 
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図８ 高校・大学卒業後３年以内離職率の推移（平成 30年度 岩手県） 

   

（出典）：図 6～8 厚生労働省岩手労働局 

 

 

  

単位：％ 
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３）技術革新や情報化社会の進展（スマートフォン、SNSの普及と弊害） 

 

図９ 青少年のインターネット機器所有状況（平成 30年度・全国）  

 

(出典)内閣府「平成 30年度青少年のインターネット利用環境実態調査」 

 

図 10 インターネットやメールの一日の利用時間（平成 30年度・岩手県） 

   

 

図 11 友達とのコミュニケーション手段（平成 30年度・岩手県） 

  

（出典）図 10・11 岩手県「平成 30年度青少年の健全育成に関する意識調査」 
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図 12 ＳＮＳ等利用福祉犯（※1）の推移（平成 30年・岩手県） （単位：件、人） 

   

 （出典）岩手県警察本部「平成 30年少年非行の実態」 

 

４）家庭・地域の変容（家庭の養育力、地域の教育力の低下） 

図 13 世帯数と世帯あたり人員数の推移（岩手県） 

 

（出典）；総務省統計局「国勢調査」 

 図 14 共働き世帯の世帯数の推移（全国） 

    

 （出典）総務省統計局「労働力調査」 

万世

帯 

※1）福祉犯：「少年の福祉を害する犯罪」の

略称で、児童買春、児童ポルノ、子供への

違法な薬物の提供、酒・タバコの提供、年

少者の不法雇用等。 
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２ 青少年の状況                               

 

（1） 意識と行動の変化（県の意識調査から） 

   

○ 親と子の関わり 

図 15 親子の会話（少年） （平成 30年度・岩手県） 

 

 

 

 

 

 

図 16・親子の相互理解（少年） （平成 30年度・岩手県） 

 

 

 

 

 

（出典）図 15・16 岩手県「平成 30年度青少年の健全育成に関する意識調査」 
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○ インターネットの利用（１青少年を取り巻く環境の変化(3）図 9.10.11再掲） 

図 17 青少年のインターネット機器所有状況（平成 30年度・全国）  

 

(出典)内閣府「平成 30年度青少年のインターネット利用環境実態調査」 

 

図 18 インターネットやメールの一日の利用時間（平成 30年度・岩手県） 

   

 

図 19 友達とのコミュニケーション（少年・青年） （平成 30年度・岩手県） 

 

 

（出典）図 18・19 岩手県「平成 30年度青少年の健全育成に関する意識調査」 
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○ 将来の夢 

 図 20 将来の夢（少年・青年） （平成 30年度・岩手県）           (単位：%) 

  

図 21 １０年後の社会（少年・青年）  （平成 30年度・岩手県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）図 20・21 岩手県「平成 30年度青少年の健全育成に関する意識調査」 

 

 

○ 地域への愛着 

図 22 地域活動への参加（少年・青年） （平成 30年度・岩手県） 
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図 23 地域活動に参加したことがない青年の割合（平成 30年度・岩手県） 

 

図 24 青少年に必要なもの（少年・青年） （平成 30年度・岩手県） 

 

          

（出典）図 22・23・24 岩手県「平成 30年度青少年の健全育成に関する意識調査」 

 

（2） 困難を抱える子供・若者の問題の顕在化 

図 25 若年無業者の推移（全国）          

   

（出典）総務省「労働力調査」 
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図 26 いじめの校種別認知件数の推移（岩手県）    

 

注（  ）内は（国・公・私立）の 1,000人当たりの認知件数 

 （出典）文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」 

 

図 27 いじめはいけないことだと思う児童生徒の割合（岩手県） 

 

（出典）文部科学省「全国学力・学習状況調査 児童・生徒質問紙」 

 

図 28 不登校児童生徒数（岩手県）     

 

注（  ）内は、全国（国・公・私立）の 1,000人当たりの不登校児童生徒数 

（出典）文部科学省「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」 
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図 29 年齢階級別自殺死亡率の年次推移（岩手県：人口 10万人対）  

   

  （出典）厚生労働省 「地域における自殺の基礎資料」（自殺日・居住地別） 

 

図 30 貧困率の推移（全国） 

         

（出典）厚生労働省「国民生活基礎調査」 

※）相対的貧困率：等価可処分所得（世帯の可処分所得を世帯人員の平方根で割って調整した所得）の貧困線（中

央値の半分）に満たない世帯員の割合。可処分所得とは、所得から所得税、住民税、社会保険料及び固定資産税を

差し引いたものをいう。また、保育サービスのような社会保障給付による現物給付が含まれていない。 

 

図 31 児童虐待相談対応件数（岩手県）  

 

（出典）岩手県保健福祉部子ども・子育て支援課調べ 
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３） 東日本大震災津波からの復興 

図 31 住んでいる地域が好きな青少年（平成 30年度・岩手県） 

   

（出典）岩手県「平成 30年度青少年の健全育成に関する意識調査」 

 

※図表は「平成 30年度岩手県青少年の健全育成に係る意識調査」「いわて青少年育成プラン（2020～

2024）」より 

 


